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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】複数の波長の光でほぼ等しいデフォーカス量が
得られる光ピックアップ装置及び光ディスク装置を提供
する。
【解決手段】互いに異なる複数の波長の光を出射する光
源１０と、光ディスクからの反射光２２、２３を集光さ
せる対物レンズ１２及びデフォーカス量を得るための光
に変換する非点収差生成素子１４と、一つの受光面１６
の互いに異なる位置に入射した複数の波長の反射光２２
、２３を、デフォーカス量を得るための電気信号に変換
して出力する受光器１５と、を備え、受光面１６は、光
ディスクで合焦の複数の波長の反射光２２、２３のそれ
ぞれから得られるデフォーカス量がほぼ同じ値となるよ
うに光軸に対して傾けて配置した。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
互いに異なる複数の波長の光を出射する光源と、
光ディスクからの反射光を集光させる集光手段及びデフォーカス量を得るための光に変換
する変換手段と、
一つの受光面の互いに異なる位置に入射した前記複数の波長の反射光を、前記デフォーカ
ス量を得るための電気信号に変換して出力する受光器と、を備え、
前記受光面は、前記光ディスクで合焦の前記複数の波長の反射光のそれぞれから得られる
前記デフォーカス量がほぼ同じ値となるように光軸に対して傾けて配置したことを特徴と
する光ピックアップ装置。
【請求項２】
前記光源は互いに異なる二つの波長の光を出射することを特徴とする請求項１記載の光ピ
ックアップ装置。
【請求項３】
前記光源は前記二つの波長の光をそれぞれ近接した位置から出射し、前記二つの波長の光
を出射する位置間の距離が前記受光面へ入射する位置間の距離に対応することを特徴とす
る請求項２記載の光ピックアップ装置。
【請求項４】
前記光源は互いに異なる三つの波長の光を出射することを特徴とする請求項１記載の光ピ
ックアップ装置。
【請求項５】
前記光源は前記互いに異なる三つの波長の光をそれぞれ近接した位置から出射し、前記三
つの波長の光を出射する位置間の距離が前記受光面へ入射する位置間の距離に対応するこ
とを特徴とする請求項４記載の光ピックアップ装置。
【請求項６】
前記光源は前記互いに異なる三つの波長の光のうち所定の二つの波長の光をそれぞれ近接
した位置から出射し、この二つの波長の光を出射する位置間の距離が前記受光面へ入射す
る位置間の距離に対応することを特徴とする請求項４記載の光ピックアップ装置。
【請求項７】
互いに異なる複数の波長の光を出射する光源と、
光ディスクからの反射光を集光させる集光手段及びデフォーカス量を得るための光に変換
する変換手段と、
一つの受光面の互いに異なる位置に入射した前記複数の波長の反射光を、前記デフォーカ
ス量を得るための電気信号に変換して出力する受光器と、
前記受光器から出力された電気信号から前記デフォーカス量を導出するデフォーカス量導
出手段と、を備え、
前記受光面は、前記光ディスクで合焦の前記複数の波長の反射光のそれぞれから得られる
前記デフォーカス量がほぼ同じ値となるように光軸に対して傾けて配置したことを特徴と
する光ディスク装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パーソナルコンピュータ、ノートブック型コンピュータ等の電子機器に搭載
される光ピックアップ装置及び光ディスク装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の光ピックアップ装置の構成は、例えば以下の構成となっていた。すなわち、互い
に異なる二つの波長の光を出射する光源と、光ディスクからの反射光を集光させる集光手
段及びデフォーカス量を得るための光に変換する変換手段と、一つの受光面の互いに異な
る位置に入射した二つの波長の反射光を、デフォーカス量を得るための電気信号に変換し
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て出力する受光器と、を備えていた。（特許文献１）は、その一つの例である。
【特許文献１】特開２００１－１２６３０４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところが、光源から光ディスクまでの往路と光ディスクから受光器までの復路とで光路
が異なることや収差の及ぼす影響により、光ディスクで合焦だった光が受光器の受光面で
二つの波長の光で集光状態が異なるといった現象が生じる。その結果、受光器から出力さ
れた電気信号により生成されたフォーカスエラー信号から得られるデフォーカス量が二つ
の波長の光で異なってしまう。そのため、光ピックアップ装置を製造する際、二つの波長
の光のうちどちらか一方のデフォーカス量が適正になるように受光器を光軸方向に調整す
ると、他方のデフォーカス量は適正な範囲を越える場合があった。
【０００４】
　本発明は前記従来の課題を解決するもので、複数の波長の光でほぼ等しいデフォーカス
量が得られる光ピックアップ装置及び光ディスク装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するために、本発明は、互いに異なる複数の波長の光を出射する光源と
、光ディスクからの反射光を集光させる集光手段及びデフォーカス量を得るための光に変
換する変換手段と、一つの受光面の互いに異なる位置に入射した前記複数の波長の反射光
を、前記デフォーカス量を得るための電気信号に変換して出力する受光器と、を備え、前
記受光面は、前記光ディスクで合焦の前記複数の波長の反射光のそれぞれから得られる前
記デフォーカス量がほぼ同じ値となるように光軸に対して傾けて配置した。これにより、
所期の目的を達成するものである。
【発明の効果】
【０００６】
　以上のように本発明は、互いに異なる複数の波長の光を出射する光源と、光ディスクか
らの反射光を集光させる集光手段及びデフォーカス量を得るための光に変換する変換手段
と、一つの受光面の互いに異なる位置に入射した前記複数の波長の反射光を、前記デフォ
ーカス量を得るための電気信号に変換して出力する受光器と、を備え、前記受光面は、前
記光ディスクで合焦の前記複数の波長の反射光のそれぞれから得られる前記デフォーカス
量がほぼ同じ値となるように光軸に対して傾けて配置したもので、複数の波長の光でほぼ
等しいデフォーカス量が得られる。すなわち、本発明においては、受光面は、光ディスク
で合焦の複数の波長の反射光のそれぞれから得られるデフォーカス量がほぼ同じ値となる
ように光軸に対して傾けて配置したものとしたので、複数の波長の光でほぼ等しいデフォ
ーカス量が得ることができるようになった。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　本発明の請求項１の発明は、互いに異なる複数の波長の光を出射する光源と、光ディス
クからの反射光を集光させる集光手段及びデフォーカス量を得るための光に変換する変換
手段と、一つの受光面の互いに異なる位置に入射した複数の波長の反射光を、デフォーカ
ス量を得るための電気信号に変換して出力する受光器と、を備え、受光面は、光ディスク
で合焦の複数の波長の反射光のそれぞれから得られるデフォーカス量がほぼ同じ値となる
ように光軸に対して傾けて配置した光ピックアップ装置とした。受光面は、光ディスクで
合焦の複数の波長の反射光のそれぞれから得られるデフォーカス量がほぼ同じ値となるよ
うに光軸に対して傾けて配置したものとしたので、複数の波長の光でほぼ等しいデフォー
カス量が得ることができるようになった。
【０００８】
　請求項２の発明は、請求項１の発明において、光源は互いに異なる二つの波長の光を出
射する光ピックアップ装置とした。受光面は、光ディスクで合焦の二つの波長の反射光の
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それぞれから得られるデフォーカス量がほぼ同じ値となるように光軸に対して傾けて配置
したものとしたので、二つの波長の光でほぼ等しいデフォーカス量が得ることができるよ
うになった。
【０００９】
　請求項３の発明は、請求項２の発明において、光源は二つの波長の光をそれぞれ近接し
た位置から出射し、二つの波長の光を出射する位置間の距離が受光面へ入射する位置間の
距離に対応する光ピックアップ装置とした。２波長レーザ光源を用いることで、二つの波
長の反射光が受光面に入射する位置を異ならせることができる。そのため、集光手段と変
換手段とに受光面に入射する二つの波長の反射光の位置を異ならせるための特別な構成を
用いる必要がなく、簡単な構成にすることができる。
【００１０】
　請求項４の発明は、請求項１の発明において、光源は互いに異なる三つの波長の光を出
射する光ピックアップ装置とした。受光面は、光ディスクで合焦の三つの波長の反射光の
それぞれから得られるデフォーカス量がほぼ同じ値となるように光軸に対して傾けて配置
したものとしたので、三つの波長の光でほぼ等しいデフォーカス量が得ることができるよ
うになった。
【００１１】
　請求項５の発明は、請求項４の発明において、光源は互いに異なる三つの波長の光をそ
れぞれ近接した位置から出射し、三つの波長の光を出射する位置間の距離が受光面へ入射
する位置間の距離に対応する光ピックアップ装置とした。３波長レーザ光源を用いること
で、三つの波長の反射光が受光面に入射する位置を異ならせることができる。そのため、
集光手段と変換手段とに受光面に入射する三つの波長の反射光の位置を異ならせるための
特別な構成を用いる必要がなく、簡単な構成にすることができる。
【００１２】
　請求項６の発明は、請求項４の発明において、光源は互いに異なる三つの波長の光のう
ち所定の二つの波長の光をそれぞれ近接した位置から出射し、この二つの波長の光を出射
する位置間の距離が受光面へ入射する位置間の距離に対応する光ピックアップ装置とした
。２波長レーザ光源を用いることで、三つの波長の光のうち所定の二つの波長の反射光が
受光面に入射する位置を異ならせることができる。そのため、集光手段と変換手段とに受
光面に入射する二つの波長の反射光の位置を異ならせるための特別な構成を用いる必要が
なく、簡単な構成にすることができる。
【００１３】
　請求項７の発明は、互いに異なる複数の波長の光を出射する光源と、光ディスクからの
反射光を集光させる集光手段及びデフォーカス量を得るための光に変換する変換手段と、
一つの受光面の互いに異なる位置に入射した複数の波長の反射光を、デフォーカス量を得
るための電気信号に変換して出力する受光器と、受光器から出力された電気信号からデフ
ォーカス量を導出するデフォーカス量導出手段とを備え、受光面は、光ディスクで合焦の
複数の波長の反射光のそれぞれから得られるデフォーカス量がほぼ同じ値となるように光
軸に対して傾けて配置した光ディスク装置とした。受光面は、光ディスクで合焦の複数の
波長の反射光のそれぞれから得られるデフォーカス量がほぼ同じ値となるように光軸に対
して傾けて配置したものとしたので、複数の波長の光でほぼ等しいデフォーカス量が得る
ことができるようになった。
【００１４】
　（実施の形態１）
　本実施の形態１について、図面を参照しながら説明する。
【００１５】
　図１は本実施の形態１を示し、光源１０、集積プリズム１１、対物レンズ１２、受光器
１５とを配置している。光源１０は互いに異なる複数の波長の光を出射する。本実施の形
態１において、光源１０は、互いに異なる二つの波長の光を出射し、波長λ１＝７８０ｎ
ｍの光をＣＤ２０に向けて出射する発光部１０ａと波長λ２＝６５０ｎｍの光をＤＶＤ２
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１に向けて出射する発光部１０ｂとを有する。また、本実施の形態１において、光源１０
は二つの波長λ１、λ２の光をそれぞれ近接した位置から出射する２波長レーザ光源であ
る。対物レンズ１２はＣＤ２０からの反射光２２及びＤＶＤ２１からの反射光２３を集光
させる。すなわち、対物レンズ１２は集光手段でもある。
【００１６】
　集積プリズム１１はビームスプリッタ１３を内部に配置する。ビームスプリッタ１３は
、反射させることで反射光２２及び反射光２３を受光器１５へ向かわせる。集積プリズム
１１はさらに非点収差生成素子１４を内部に配置する。非点収差生成素子１４はビームス
プリッタ１３と受光器１５との間に配置され、反射光２２及び反射光２３を非点収差法で
デフォーカス量を得るための光に変換する変換手段である。非点収差生成素子１４はフレ
ネルミラーで形成されている。
【００１７】
　受光器１５は、一つの受光面１６の互いに異なる位置に入射した複数の波長の反射光を
、デフォーカス量を得るための電気信号に変換して出力する。本実施の形態１において、
受光器１５の受光面１６には、反射光２２及び反射光２３が入射する。デフォーカス量は
受光器１５の出力から生成されるフォーカスエラー信号から得られ、ＣＤ２０やＤＶＤ２
１上での集光状態を表す指標である。
【００１８】
　図２に示すように、受光器１５は受光面１６に通常複数のフォトダイオード１７を配置
している。ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ、ｆ、ｇ、ｈの各フォトダイオード１７にはＣＤ２０から
の反射光２２が入射する。また、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｈ、Ｉ、Ｊ、Ｋ、Ｌの各
フォトダイオード１７にはＤＶＤ２１からの反射光２３が入射する。受光器１５において
、ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ、ｆ、ｇ、ｈのフォトダイオード１７に入射し変換されたＣＤ用の
電気信号をａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ、ｆ、ｇ、ｈとする。また、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇ
、Ｈ、Ｉ、Ｊ、Ｋ、Ｌのフォトダイオード１７に入射し変換されたＤＶＤ用の電気信号を
Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｈ、Ｉ、Ｊ、Ｋ、Ｌとする。
【００１９】
　ＣＤ用のフォーカスエラー信号ＦＥＳは、ＣＤ－Ｒ／ＲＷ／ＲＯＭ：ＦＥＳ＝（ａ＋ｃ
）－（ｂ＋ｄ）である。また、ＤＶＤ用のフォーカスエラー信号ＦＥＳは、ＤＶＤ－ＲＯ
Ｍ、ＤＶＤ±Ｒ／ＲＷ：ＦＥＳ＝（Ａ＋Ｃ）－（Ｂ＋Ｄ）、ＤＶＤ－ＲＡＭ：ＦＥＳ＝｛
（Ａ＋Ｃ）－（Ｂ＋Ｄ）｝＋Ｋｔ×｛（Ｅ＋Ｉ＋Ｇ＋Ｋ）－（Ｈ＋Ｌ＋Ｆ＋Ｊ）｝である
。ここでＫｔは動作設定に応じて定まる定数である。デフォーカス量はフォーカスエラー
信号を全光量で割って正規化した値である。
【００２０】
　光源１０から出射された波長λ１、λ２の光は集積プリズム１１、対物レンズ１２を通
りＣＤ２０またはＤＶＤ２１に入射する。ＣＤ２０で反射した反射光２２、ＤＶＤ２１で
反射した反射光２３は対物レンズ１２を通り、集積プリズム１１内のビームスプリッタ１
３で反射し、非点収差生成素子１４で反射して受光器１５に入射する。受光器１５に入射
した光は電気信号に変換されて出力される。
【００２１】
　図３は図１のＡ部を拡大したもので、ＣＤ２０で合焦状態の反射光２２の方が、ＤＶＤ
２１で合焦状態の反射光２３よりも受光面１６近傍において対物レンズ１２に近い側で合
焦状態である場合を示す。この場合、受光面１６近傍において合焦状態というのは錯乱円
が円形状である状態をいう。
【００２２】
　従来、図３の破線で示す受光器１５のように光軸に対して直角な方向に受光面１６を配
置し、破線で示すＤＶＤ２１からの反射光２３が合焦状態になるように光軸方向の位置調
整をすると、破線で示すＣＤ２０からの反射光２２は合焦状態からずれてしまう。すなわ
ち、ＤＶＤ２１はデフォーカス量がほぼ０でも、ＣＤ２０はデフォーカス量が０ではない
状態になってしまう。
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【００２３】
　受光面１６は、ＣＤ２０やＤＶＤ２１といった光ディスクで合焦の複数の波長の反射光
のそれぞれから得られるデフォーカス量がほぼ同じ値となるように光軸に対して傾けて配
置したため、複数の波長の光でほぼ等しいデフォーカス量が得られる。すなわち、本実施
の形態１において、受光面１６は、ＣＤ２０で合焦の反射光２２とＤＶＤ２１で合焦の反
射光２３のそれぞれから得られるデフォーカス量がほぼ同じ値となるように光軸に対して
傾けて配置したため、二つの波長λ１、λ２の光でほぼ等しいデフォーカス量が得られる
。そのため、光ピックアップ装置を製造する際、二つの波長λ１、λ２の光のうちどちら
か一方のデフォーカス量が適正になるように受光器１５を光軸方向に調整すると、他方の
デフォーカス量が適正な範囲を越えることを抑制することができる。
【００２４】
　なお、本実施の形態１において、ＣＤ２０で合焦状態の反射光２２の方が、ＤＶＤ２１
で合焦状態の反射光２３よりも受光面１６近傍において対物レンズ１２に近い側で合焦状
態である場合を示したが、逆でも構わない。
【００２５】
　また、受光面１６を傾ける量に関しては、光ピックアップ装置を製造する際に、１台ず
つ二つの波長λ１、λ２の光のデフォーカス量を測定し、同じ値になるように受光面１６
の傾き量を調整しても構わない。また、あらかじめ二つの波長λ１、λ２の光のデフォー
カス量の傾向を把握して受光面１６の傾き量を決定しておき、実際に製造する際、受光面
１６をその傾き量だけ傾かせておき、どちらか一方の波長の光を用いて受光器１５の光軸
方向の調整のみを行っても構わない。
【００２６】
　本実施の形態１において、受光面１６を傾けるためには反射光２２と反射光２３とは受
光面１６の異なる位置に入射することが前提である。図１に示すように、光源１０は二つ
の波長λ１、λ２の光を出射する発光部１０ａ、１０ｂを近接して設けたものを用いた。
この発光部１０ａと発光部１０ｂとの間の距離は受光面１６へ入射する反射光２２の位置
と反射光２３との位置間の距離に対応する。すなわち、発光部１０ａと発光部１０ｂとの
間の距離は、図２に示すａ、ｂ、ｃ、ｄのフォトダイオード１７の中心とＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ
のフォトダイオード１７の中心との間の距離に対応する。したがって、集光手段と変換手
段とに受光面１６に入射する二つの波長λ１、λ２の反射光２２、２３の位置を異ならせ
るための特別な構成を用いる必要がなく、簡単な構成にすることができる。
【００２７】
　光源１０は、発光部１０ａと発光部１０ｂとが全く別々の部品であっても構わない。そ
の場合、通常、別々の方向から来た発光部１０ａからの光と発光部１０ｂからの光とをダ
イクロプリズムで同じ方向に同じ光路になるようにしてＣＤ２０、ＤＶＤ２１へと導く。
したがって、反射光２２と反射光２３とは同じ光路で受光器１５へと向かうことになるが
、これを変換手段で受光面１６の異なる位置へ入射するようにすれば良い。
【００２８】
　図４には光源（光路）と変換手段の組合せの例を示している。図４（ａ）は本実施の形
態１と同じであり、発光部１０ａ、１０ｂを近接して設けた光源１０を用い、変換手段１
８として非点収差生成素子１４を用いた場合である。変換手段１８は二つの波長λ１、λ
２の光で共用である。変換手段１８としては、ナイフエッジ法に適した手段を用いても良
い。図４（ｂ）は二つの波長λ１、λ２の光で別々の変換手段１８を用いた場合である。
【００２９】
　また、図４（ｃ）は、発光部１０ａと発光部１０ｂとが全く別々の部品である光源１０
を用い、光路を一つにし、変換手段１８で反射光２２と反射光２３との光路を違えるよう
にした場合である。変換手段１８は例えば一つのホログラムで回折角が波長によって異な
ることを利用して受光面１６の異なる位置へ入射するようにすれば良い。この場合、ホロ
グラムは二つの波長λ１、λ２の光で共用である。また、この場合、スポットサイズ法に
よるフォーカス制御が行われる。また、図４（ｄ）は、二つの波長λ１、λ２の光で別々
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の変換手段１８を用いた場合である。このように光源１０と変換手段１８とは様々な組合
せが考えられる。
【００３０】
　（実施の形態２）
　本実施の形態２について、図面を参照しながら説明する。
【００３１】
　図５は本実施の形態２を示し、光源３０、集積プリズム３１、対物レンズ３２、受光器
３５とを配置している。光源３０は互いに異なる複数の波長の光を出射する。本実施の形
態２において、光源３０は、互いに異なる三つの波長の光を出射し、波長λ１＝７８０ｎ
ｍの光をＣＤ２０に向けて出射する発光部３０ａと波長λ２＝６５０ｎｍの光をＤＶＤ２
１に向けて出射する発光部３０ｂと波長λ３＝４０５ｎｍの光をＢＤ２１に向けて出射す
る発光部３０ｃとを有する。また、本実施の形態２において、光源３０は三つの波長λ１
、λ２、λ３の光をそれぞれ近接した位置から出射する３波長レーザ光源である。対物レ
ンズ３２はＣＤ２０からの反射光２５、ＤＶＤ２１からの反射光２６及びＢＤ２４からの
反射光２７を集光させる集光手段でもある。ここでＢＤ２４はブルーレイディスク（Ｂｌ
ｕ－ｒａｙ　Ｄｉｓｃ）である。
【００３２】
　集積プリズム３１はビームスプリッタ３３を内部に配置する。ビームスプリッタ３３は
、反射させることで反射光２５、２６、２７を受光器３５へ向かわせる。集積プリズム３
１はさらに非点収差生成素子３４を内部に配置する。非点収差生成素子３４はビームスプ
リッタ３３と受光器３５との間に配置され、反射光２５、２６、２７を非点収差法でデフ
ォーカス量を得るための光に変換する変換手段である。非点収差生成素子３４はフレネル
ミラーで形成されている。受光器３６は、一つの受光面３６の互いに異なる位置に入射し
た複数の波長の反射光を、デフォーカス量を得るための電気信号に変換して出力する。本
実施の形態２において、受光器３５は、一つの受光面３６の互いに異なる位置に入射した
反射光２５、２６、２７を、デフォーカス量を得るための電気信号に変換して出力する。
【００３３】
　図６に示すように、受光器３５は受光面３６に通常複数のフォトダイオード３７を配置
している。ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ、ｆ、ｇ、ｈ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｈ、Ｉ、Ｊ
、Ｋ、Ｌの各フォトダイオード３７実施の形態１のフォトダイオード１７と同じなので、
その説明を援用する。α、β、γ、δ、ε、ζ、η、θ、ι、κ、λ、μのフォトダイオ
ード３７にはＢＤ２４からの反射光２７が入射する。受光器３５において、α、β、γ、
δ、ε、ζ、η、θ、ι、κ、λ、μのフォトダイオード３７に入射し変換されたＢＤ用
の電気信号をα、β、γ、δ、ε、ζ、η、θ、ι、κ、λ、μとする。
【００３４】
　ＢＤ用のフォーカスエラー信号ＦＥＳは、ＢＤ－ＲＯＭ、ＢＤ－Ｒ：ＦＥＳ＝（α＋γ
）－（β＋δ）、ＤＶＤ－ＲＥ：ＦＥＳ＝｛（α＋γ）－（β＋δ）｝＋Ｋｔ×｛（ε＋
ι＋η＋λ）－（θ＋μ＋ζ＋κ）｝である。ここでＫｔは動作設定に応じて定まる定数
である。デフォーカス量はフォーカスエラー信号を全光量で割って正規化した値である。
【００３５】
　図５に示す発光部３０ａと発光部３０ｂと発光部３０ｃとの間の距離は受光面３６へ入
射する反射光２５の位置と反射光２６と反射光２７との位置間の距離に対応する。すなわ
ち、発光部３０ａと発光部３０ｂとの間の距離は、図６に示すａ、ｂ、ｃ、ｄのフォトダ
イオード３７の中心とＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄのフォトダイオード３７の中心との間の距離に対応
する。また、発光部３０ｂと発光部３０ｃとの間の距離は、図６に示すＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの
フォトダイオード３７の中心とα、β、γ、δのフォトダイオード３７の中心との間の距
離に対応する。また、発光部３０ｃと発光部３０ａとの間の距離は、図６に示すα、β、
γ、δのフォトダイオード３７の中心とａ、ｂ、ｃ、ｄのフォトダイオード３７の中心と
の間の距離に対応する。したがって、集光手段と変換手段とに受光面３６に入射する三つ
の波長λ１、λ２、λ３の反射光２５、２６、２７の位置を異ならせるための特別な構成
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を用いる必要がなく、簡単な構成にすることができる。
【００３６】
　本実施の形態２において、受光面３６は、ＣＤ２０で合焦の反射光２５とＤＶＤ２１で
合焦の反射光２６とＢＤ２４で合焦の反射光２７のそれぞれから得られるデフォーカス量
がほぼ同じ値となるように光軸に対して傾けて配置したため、三つの波長λ１、λ２、λ
３の光でほぼ等しいデフォーカス量が得られる。そのため、光ピックアップ装置を製造す
る際、三つの波長λ１、λ２、λ３の光のうちどれか一つのデフォーカス量が適正になる
ように受光器３５を光軸方向に調整すると、他のデフォーカス量が適正な範囲を越えるこ
とを抑制することができる。
【００３７】
　また、受光面３６を傾ける量に関しては、実施の形態１と同様に、光ピックアップ装置
を製造する際に、１台ずつ三つの波長λ１、λ２、λ３の光のデフォーカス量を測定し、
同じ値になるように受光面３６の傾き量を調整しても構わない。また、あらかじめ三つの
波長λ１、λ２、λ３の光のデフォーカス量の傾向を把握して受光面３６の傾き量を決定
しておき、実際に製造する際、受光面３６をその傾き量だけ傾かせておき、どれか一つの
波長の光を用いて受光器３５の光軸方向の調整のみを行っても構わない。
【００３８】
　光源３０は、発光部３０ａと発光部３０ｂと発光部３０ｃとが全く別々の部品であって
も構わない。その場合、通常、別々の方向から来た発光部３０ａからの光と発光部３０ｂ
からの光と発光部３０ｃからの光をダイクロプリズムで同じ方向に同じ光路になるように
してＣＤ２０、ＤＶＤ２１、ＢＤ２４へと導く。
【００３９】
　また、光源３０としては、実施の形態１に示す光源１０と発光部３０ｃとを用いても良
い。その場合、通常、別々の方向から来た光源１０からの光と発光部３０ｃからの光をダ
イクロプリズムで同じ方向に同じ光路になるようにしてＣＤ２０、ＤＶＤ２１、ＢＤ２４
へと導く。すなわち、三つの波長λ１、λ２、λ３の光のうち所定の二つの波長λ１、λ
２の光を出射する位置間の距離が受光面３６へ入射する位置間の距離に対応するようにし
た。２波長レーザ光源を用いることで、三つの波長λ１、λ２、λ３の光のうち所定の二
つの波長λ１、λ２の反射光２５、２６が受光面３６に入射する位置を異ならせることが
できる。そのため、集光手段と変換手段とに受光面３６に入射する二つの波長λ１、λ２
の反射光２５、２６の位置を異ならせるための特別な構成を用いる必要がなく、簡単な構
成にすることができる。
【００４０】
　変換手段としては、実施の形態１と同様に、非点収差法、ナイフエッジ法、スポットサ
イズ法等に適した手段を用いれば良い。また、変換手段で受光面３６の互いに異なる位置
へ波長λ１、λ２、λ３の光が入射するようにすれば、反射光２５、２６、２７が同じ光
路で変換手段へと向かっても良い。
【００４１】
　（実施の形態３）
　本実施の形態３について、図面を参照しながら説明する。
【００４２】
　図７は本実施の形態３を示し、光源１０と集光手段と変換手段と受光器１５とデフォー
カス量導出手段とを備えている。すなわち、実施の形態１の光ピックアップ装置とデフォ
ーカス量導出手段とを備えた構成でもある。したがって、光源１０と集光手段と変換手段
と受光器１５についての説明は実施の形態１の説明を援用する。
【００４３】
　デフォーカス量導出手段は受光器１５から出力された電気信号からデフォーカス量を導
出する。光源１０から出射された波長λ１、λ２の光は集積プリズム１１、対物レンズ１
２を通りＣＤ２０またはＤＶＤ２１に入射する。ＣＤ２０で反射した反射光２２、ＤＶＤ
２１で反射した反射光２３は対物レンズ１２を通り、集積プリズム１１内のビームスプリ



(9) JP 2010-146617 A 2010.7.1

10

20

30

40

50

ッタ１３で反射し、非点収差生成素子１４で反射して受光器１５に入射する。受光器１５
に入射した光は電気信号に変換されて出力され、光ディスク装置４０本体のアナログ信号
処理部４１に送られる。
【００４４】
　アナログ信号処理部４１は入力された信号に演算・帯域処理を行い、サーボ処理部４２
に出力する。デフォーカス量導出手段としてのサーボ処理部４２はアナログ信号処理部４
１からの信号を基にフォーカスエラー信号ＦＥＳを生成し、さらにデフォーカス量を算出
してモータ駆動部４３に出力する。モータ駆動部４３は入力されたデフォーカス量を基に
対物レンズ１２を搭載する対物レンズ駆動部１９を駆動する電流を生成する。これにより
ＣＤ２０やＤＶＤ２１に集光した光束の合焦からのずれが極小になるように制御される。
【００４５】
　また、コントローラ４４にはアナログ信号処理部４１、サーボ処理部４２、モータ駆動
部４３の各部から送られる信号が入力される。コントローラ４４はこれらの信号の演算処
理等を行い、この演算処理の結果（信号）を各部に送出し、各部にて駆動、処理を実行さ
せることで各部の制御を行う。
【００４６】
　本実施の形態３において、受光面１６は、ＣＤ２０やＤＶＤ２１といった光ディスクで
合焦の複数の波長の反射光のそれぞれから得られるデフォーカス量がほぼ同じ値となるよ
うに光軸に対して傾けて配置したため、複数の波長の光でほぼ等しいデフォーカス量が得
られる。すなわち、受光面１６は、ＣＤ２０、ＤＶＤ２１で合焦の二つの波長λ１、λ２
の反射光２２、２３のそれぞれから得られるデフォーカス量がほぼ同じ値となるように光
軸に対して傾けて配置した。受光面１６は、ＣＤ２０、ＤＶＤ２１で合焦の二つの波長λ
１、λ２の反射光２２、２３のそれぞれから得られるデフォーカス量がほぼ同じ値となる
ように光軸に対して傾けて配置したものとしたので、二つの波長λ１、λ２の光でほぼ等
しいデフォーカス量が得ることができるようになった。
【００４７】
　なお、本実施の形態３において、光ディスク装置は実施の形態１の光ピックアップ装置
とデフォーカス量導出手段とを備えた構成としたが、実施の形態２の光ピックアップ装置
とデフォーカス量導出手段とを備えた構成としても良い。その場合は、受光面３６は、Ｃ
Ｄ２０、ＤＶＤ２１、ＢＤ２４で合焦の三つの波長λ１、λ２、λ３の反射光２５、２６
、２７のそれぞれから得られるデフォーカス量がほぼ同じ値となるように光軸に対して傾
けて配置する。受光面３６は、ＣＤ２０、ＤＶＤ２１、ＢＤ２４で合焦の三つの波長λ１
、λ２、λ３の反射光２５、２６、２７のそれぞれから得られるデフォーカス量がほぼ同
じ値となるように光軸に対して傾けて配置したものとしたので、三つの波長λ１、λ２、
λ３の光でほぼ等しいデフォーカス量が得ることができるようになった。
【産業上の利用可能性】
【００４８】
　以上のように、本発明の光ピックアップ装置及び光ディスク装置は、複数の波長の光で
ほぼ等しいデフォーカス量が得られる。そのため、パーソナルコンピュータ、ノートブッ
ク型コンピュータ等の電子機器に搭載される。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本実施の形態１における光学系の構成ブロック図
【図２】本実施の形態１における受光器のフォトダイオードの配置図
【図３】図１のＡ部の拡大図
【図４】本実施の形態１における光学系主要部の構成ブロック図
【図５】本実施の形態２における光学系の構成ブロック図
【図６】本実施の形態２における受光器のフォトダイオードの配置図
【図７】本実施の形態３におけるフォーカス制御を示すブロック図
【符号の説明】
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【００５０】
　１０、３０　　光源
　１０ａ、１０ｂ、３０ａ。３０ｂ、３０ｃ　　発光部
　１１、３１　　集積プリズム
　１２、３２　　対物レンズ
　１３、３３　　ビームスプリッタ
　１４、３４　　非点収差生成素子
　１５、３５　　受光器
　１６、３６　　受光面
　１７、３７　　フォトダイオード
　１８　　変換手段
　１９　　対物レンズ駆動部
　２０　　ＣＤ
　２１　　ＤＶＤ
　２２、２３、２５、２６、２７　　反射光
　２４　　ＢＤ
　４０　　光ディスク装置
　４１　　アナログ信号処理部
　４２　　サーボ処理部
　４３　　モータ駆動部
　４４　　コントローラ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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